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先月の振り返り: 4月のドル円相場は130円半ば～136円半ばで推移。米国の各経済指標が市場予想を
下回りドル売りが進んだが、米雇用統計が市場予想を上回ったことで一転ドル買いとなり、さらに
日銀の植田総裁が金融緩和政策継続姿勢を示したことで134円台を回復。ただ米消費者物価指数や米
卸売物価指数が軒並み市場予想を下回り再びドル売りが進んだものの、ウォラーFRB理事のタカ派的
発言に加え、セントルイス連銀総裁から、FRBは利上げを続けるべき、と強気の発言などでドル買い

が進み135円台となった。その後は日銀金融政策決定会合を控えて売り買いが交錯していたが、日銀

が金融緩和政策を継続し、現在の金融政策を1年から1年半かけて多角的に検証する、とのことで金

融緩和政策が当面続く見通しを再確認したことで円売りが加速し136円台となった。

本書面は、合同会社フィナンシャルヴィレッジプレゼンス（以下「当社」）が、投資一般に関する情報提供を目的とするものであり、投資の勧誘を目的としたものではありませ
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　小売売上高

　購買担当者景気指数

　米ＧＤＰ改定値

今後の展開: 日銀が金融緩和政策を当面継続していくことを確認できたことで、日米

金利差を意識した円安ドル高が続いていきそうだ。ただ米経済指標発表内容によって

は米FOMCの利下げ時期をめぐった思惑的な動きで乱高下する場面も想定される。また

米ファースト・リパブリック銀行が経営破綻したものの、JPモルガン・チェースによ

る買収で影響は限定的になったが、欧米金融機関の経営危機が続いていることを踏ま

えると、今後も突発的な動きに対応できるようにしておきたい。
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米ドル円為替レート（終値ベース）(円)

今月の主な経済指標 ※日本時間


